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１．授業の進め方

• 担当教員は作成した「機械設計演習」テキストをダウンロードして自ら学習せよ．

• テキストの「第10章 機械設計演習課題」に演習課題が紹介されている．その内容を確認しながら、「第11章３K型
遊星歯車減速機の設計例」を参考にして、第10章の課題を自ら完成せよ．

• 課題を完成するために必要な知識は第1章～第9章で紹介されている．

• 減速機設計に必要な規格品（例えば、軸受、ボルト、オイルシール、キーなど）の製品カタログをネットで調べ、
ダウンロードしてください．

２．課題完成の流れ

• まず減速機の種類（２段遊星歯車機構か不思議遊星歯車機構か3K型遊星歯車機構）を決めて、テキストの「第10章 機
械設計演習課題」に紹介されている仕様書（主に速比）を満たすように減速機の設計・計算を行え．

• 減速機の構造をAutoCAD Mechanicalで設計しながら、強度を行うことにより減速機構造寸法を決めて行け．設計した
減速機に強度の問題がなければ、AutoCAD Mechanicalで組立図を完成せよ．組立図の書き方について、テキストの最
後に添付図面があり、その図面を参考せよ．

• 組立図は完成したら、非規格品である部品に対して、部品図面を完成せよ．部品図の書き方について、テキストの最
後に添付図面があり、その図面を参考せよ．

• 歯車諸元・寸法及び強度などの計算結果を「設計計算書」に纏めよ．

• 最後に（１）組立図、（２）部品図と（３）設計計算書を教員に提出せよ．提出方法について、P4ページに説明して
いる．

• 部品図の作成においては、時間が無ければ、部品図は最少3枚とする．即ち、組立図1枚＋部品図最少3枚を提出すれば
よいことになる．

• この授業の場合には、中間テストや期末テストが課さないので、課題の完成程度により成績が評価される．



３．課題の提出方法

• 次のページに示すように組立図と部品図を一つのdwgファイルに纏めて、設計計算書と一緒に提出せよ．

• ファイル名は次に示すようにしなさい．

• ファイル名：（１）図面： 学生番号と氏名.dwg（例えば、S170000島根太郎.dwg）

（２）設計計算書： 学生番号と氏名.docx（例えば、S170000島根太郎.docx）

• 課題提出締切：2024年1月26日（金）までに

提出方法：

添付ファイルで shutingli@riko.shimane-u.ac.jp にメール送信。

mailto:shutingli@riko.shimane-u.ac.jp


４．提出用図面ファイル（例えば、S170000島根太郎.dwg）の内部様子

平歯車（太陽歯車）

歯車歯形 標準

基

準

ラ

ッ

ク

歯形 並歯

モジュール 2

圧力角 20°

歯数 30

転位係数 0

基準ピッチ円直径 60

基礎円直径 56.382

仕上げ方法 ホブ切り

マタギ歯厚 21.505

マタギ歯数 4枚

精度 JIS N8級

相手歯車図番 H24-A005-01

-0.020
-0.080

注記：

1．歯面浸炭焼き入れ、

2．硬度ＨＲＣ55～60、有効硬化層深さ0.4mm以上（詳細については技術資料

　　MDLR2020301参照のこと）

3．特記なき角部はＣ0.3ＭＡＸとし、バリ・カエリのないこと

4. 特記なき隅部はＲ１ＭＡＸのこと

5. 歯車精度データ（歯筋誤差、歯形誤差、ピッチ誤差）測定用、全歯数で測定

平歯車（出力側内歯車）

歯車歯形 標準

基

準

ラ

ッ

ク

歯形 並歯

モジュール 2

圧力角 20°

歯数 99

転位係数 0

基準ピッチ円直径 198

基礎円直径 186.059

仕上げ方法 シェーピング

理論ピン径 3.3248

理論ピンオーバピン径

使用ピン径 3.3

使用ピンオーバピン径 193.637

精度要求 JIS N5級

相手歯車図番 H24-A005-01

+0.08
+0.02

注記：

1．歯面浸炭焼き入れ、

2．硬度ＨＲＣ55～60、詳細については技術資料MDLR2020301参照のこと

3．特記なき角部はＣ0.3ＭＡＸとし、バリ・カエリのないこと

4. 特記なき隅部はＲ１ＭＡＸのこと

注記：

1．特記なき角部はＣ0.3ＭＡＸとし、バリ・カエリのないこと

2. 特記なき隅部はＲ１ＭＡＸのこと

注記：

1．特記なき角部はＣ0.3ＭＡＸとし、バリ・カエリのないこと

2. 特記なき隅部はＲ１ＭＡＸのこと

注記：

1．特記なき角部はＣ0.3ＭＡＸとし、バリ・カエリのないこと

2. 特記なき隅部はＲ１ＭＡＸのこと

注記：

1．特記なき角部はＣ0.3ＭＡＸとし、

   バリ・カエリのないこと

2. 特記なき隅部はＲ１ＭＡＸのこと

3. センター穴可

注記：

1．特記なき角部はＣ0.3ＭＡＸとし、バリ・カエリのないこと

2. 特記なき隅部はＲ１ＭＡＸのこと

3．センター穴可

組立図

部品図

部品図


